


総則の構成
現行 改訂

第１ 小学校（中学校）教育の基本と教育
課程の役割
（教育の目標など）

第２ 教育課程の編成
（内容等の取扱い、授業日数や
指導計画の留意点など）

第３ 教育課程の実施と学習評価
（学び方や学習評価の留意点など）

第４ 児童の発達の支援
（人間関係や障害への配慮など）

第５ 学校運営上の留意事項
（学校の指導体制や家庭・地域との
連携など）

第６ 道徳教育に関する配慮事項

前文

第１ 教育課程編成の一般方針
（教育の目標など）

第２ 内容等の取り扱いに関する
共通的事項
（指導の留意点など）

第３ 授業時数等の取り扱い
（年間の授業日数など）

第４ 指導計画の作成等にあたって
配慮すべき事項
（各教科の指導計画で配慮、
工夫する点など）

何ができるようになるか

何を学か

どのように学ぶか

子供一人一人の発達をどのように支援するか

実施するために何が必要か

何が身に付いたか





新学習指導要領 改訂の基本方針
第1章 １ （２）、２項

ア 資質・能力を一層確実に育成
子供たちに求められる資質・能力とは何かを社会
と共有し、連携する「社会に開かれた教育課程」
を重視

イ 知識及び技能の習得と思考力、判断力、表現力
等の育成のバランスを重視
知識の理解の質を更に高め、確かな学力を育成

ウ 道徳教育の充実や体験活動の重視、体育・健康
に関する指導の充実
豊かな心や健やかな体の育成



育成を目指す資質･能力の明確化
第3章 第1節 ３、35項

知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育む

○各教科等の指導を通してどのような資質・能力の育成を目指
すのかを明確にしながら教育活動の充実を図る

(1)知識及び技能が習得されるようにすること
(2)思考力、判断力、表現力等を育成すること
(3)学びに向かう力、人間性等を涵養すること



育成を目指す資質･能力の明確化
第3章 第1節 ３、３７項

①知識及び技能が習得されるようにすること
資質・能力の育成 ← 知識及び技能の質や量に

支えられている

○新たな知識が既得の知識及び技能と関連付けられながら、各
教科等で扱う主要な概念を深く理解し、他の学習や生活の場
面でも活用できるような確かな知識として習得されるように
していくこと

知識の理解の質を高めることを重視



育成を目指す資質･能力の明確化
第3章 第1節 ３、３８項

②思考力、判断力、表現力等を育成すること
思考力、判断力、表現力等を発揮

→ 深い理解を伴う知識の習得
思考力、判断力、表現力等の高まり

知識及び技能を活用して課題を解決する過程

○各教科等の特質に応じて育むこと
○教科等横断的な視点に立って、言語能力、情報活用能力、問
題発見・解決能力、現代的な諸課題に対応して求められる資
質・能力の育成の中で育むこと



育成を目指す資質･能力の明確化
第3章 第1節 ３、３９項

③学びに向かう力、人間性等を涵養すること
①・②をどのような方向性で働かせていくかを決定
付ける要素
児童の情意や態度等に関わるもの

○児童や学校、地域の実態を踏まえて指導のねらいを設定して
いくこと

○学んだことの意義を実感できるような学習活動を充実させて
いくこと

「何のために学ぶのか」学習の意義
育成を目指す資質・能力



三
つ
の
側
面

児童や学校、地域の実態を適切に把握し、

→教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を
教科等横断的な視点で組み立てていくこと、

→教育課程の実施状況を評価してその改善を図って
いくこと、

→教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確
保するとともにその改善を図っていくこと

などを通して、教育課程に基づき組織的かつ計画的に
各学校の教育活動の質の向上を図っていくこと。

カリキュラム・マネジメントの充実

定義

第3章 第1節 ４、４０項



カリキュラム・マネジメントの手順の一例
第3章 第1節 ４、４３項

(1)教育課程の編成に対する学校の基本方針を明確にする

(2)教育課程の編成・実施のための組織と日程を決める

(3)教育課程の編成のための事前の研究や調査をする

(4)学校の教育目標など教育課程の編成の基本となる事項
を定める

(5)教育課程を編成する

(6)教育課程を評価し改善する



教科等横断的な視点に立った資質・能力
第3章 第２節 ２、４９項

(1)学習の基盤となる資質・能力
ア 言語能力
イ 情報活用能力
ウ 問題発見・解決能力

(2)現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力
・健康・安全・食に関する力
・主権者として求められる力
・新たな価値を生み出す豊かな創造性
・地域や社会における産業の役割を理解し地域創生等に生かす力
・豊かなスポーツライフを実現する力 など

学校の特色を生かした目標や指導の重点を計画



学校段階等間の接続
第3章 第２節 ４、７２項

○小学校教育
学級担任が児童の生活全般に関わりながら、各教科等の指導を含めた児童の育

ちを全般的に支えることを通して、幼児期の教育の成果を受け継ぎ、児童に義務
教育としての基礎的な資質・能力の育成を目指す【スタートカリキュラム】

○中学校教育
学級担任による日常的な指導と教科担任による専門性を踏まえた指導を行う中

で、小学校教育の成果を受け継ぎ、生徒に義務教育９年間を通して必要な資質・
能力の育成を目指す

小・中学校間の連携の工夫
各種会議の合同開催、育成を目指す資質・能力や教育目標の共有、
教職員の合同研修会、同一中学校区内での保護者間の連携・交流 等



「主体的・対話的で深い学び」の実現に
向けた授業改善の推進 第3章 第３節 １、７６項

○求められる資質・能力を育むために、「主体的な学び」
「対話的な学び」「深い学び」の視点から授業改善を図る

①学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリヤ形成の方向性と関連付けながら、
見通しをもって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる

「主体的な学び」
②子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考える
こと等を通じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学び」

③習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考
え方」を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精
査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基
に創造したりすることに向かう「深い学び」

※①・②がどう③につながるかが重要
※必ずしも１単位時間の授業の中で全てが実現されるものでは

なく、単元や題材など内容や時間のまとまりを見通す



「主体的・対話的で深い学び」の実現に
向けた授業改善の推進 第3章 第３節 １、７７項

・「深い学び」の視点
各教科等の学びの深まりの鍵
「見方・考え方」・・・各教科等の特質に応じた物事を捉え

る視点や考え方

・新しい知識及び技能を既にもっている知識及び技能と結び付けながら社会の中で生
きて働くものとして習得したり、思考力、判断力、表現力等を豊かなものとしたり、
社会や世界にどのように関わるかの視座を形成したりするために重要

→主要なものを示したものであり、学習内容等に応じて柔軟に考える

各教科等の解説
「第３又は４ 指導計画の作成と内容の取扱い」

※基礎的・基本的な知識及び技能の習得に課題がある場合
→ 学びを深める、主体性を引き出す工夫を重ねながら確実に習得



「文部科学省通知」より

小・中学校においては、これまでと全
く異なる指導方法を導入しなければなら
ないなどと浮き足立つ必要はなく、これ
までの教育実践の蓄積をしっかりと引き
継ぎ、子供たちの実態や教科等の学習内
容等に応じた指導の工夫改善を図ること



ここに掲載している資料は、文部科学省が作成した学習指導要領の解説（平成２９年６月）を基に、
一部を抜粋・加筆して作成しています。


